
　
10
月
５
日
に
「
平
成
25
年
度
宇
都
宮
市
予
算
に
対
す
る
要
望
書
」
を

市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
要
望
書
は
、
予
算
編
成
の
始
ま
る
こ
の
時
期
に
、
会
派
の
政
策

実
現
の
た
め
に
必
要
な
予
算
を
計
上
し
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
今
回
の
予
算
要
望
の
最
大
の
テ
ー
マ
は
、
「
活
力
あ
る
社
会
づ
く

り
」
に
向
け
た
予
算
編
成
の
実
現
で
あ
り
ま
す
。
長
期
の
景
気
低
迷
の

中
で
財
政
状
況
は
厳
し
い
も
の
の
、
投
資
的
経
費
を
含
め
、
市
内
経
済

を
循
環
さ
せ
る
経
費
の
投
入
は
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
選
択

な
ど
に
よ
り
真
に
必
要
な
経
費
を
生
み
出
し
、
24
年
度
と
同
程
度
の
予

算
規
模
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
「
健
康
で
安
全
な
社
会
づ
く
り
」
「
地
域
特
性
を
活
か
し
た

社
会
づ
く
り
」
の
２
つ
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
超
高
齢
社
会

の
到
来
や
均
衡
あ
る
地
域
の
発
展
を
考
え
る
と
、
本
市
の
将
来
を
見
す

え
た
重
要
な
政
策
で
あ
り
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
自
由
民
主
党
議
員
会
は
、
13
議
席
を
有
す
る
市
議
会
最
大
会
派
と
し

て
、
責
任
あ
る
行
動
を
常
に
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
声

に
耳
を
傾
け
、
皆
様
の
思
い
を
政
策
に
繋
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
今
回
の
予
算
要
望
の
テ
ー
マ
と
わ
が
会
派
の
基
本
的
な
考
え
方
（
今

だ
け
で
な
く
、
先
人
の
知
恵
と
経
験
を
大
切
に
し
未
来
を
考
え
る
）
は

相
通
じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
先
人
が
築
き
あ
げ
た
本
市
の
素
晴
ら
し

さ
を
、
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
の
世
代
に
繋
げ
る
た
め
、
政
策
の
選
択
は

も
と
よ
り
、
し
っ
か
り
と
地
に
足
の
着
い
た
様
々
な
判
断
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
れ
が
わ
が
会
派
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
要
望
事
項
の
実
現
に
向
け
、
会
派
一
丸
と
な
っ
て
進
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

★市民の安全で健康な笑顔あふれる暮
らしを支えるために
【重点要望事項】
◆健康づくりの推進
◆危機管理体制・危機対応能力の充実
【要望事項】
●高齢者の生きがいづくりの充実
●障がい者の社会的自立の促進
●児童健全育成の充実
●社会福祉施設の充実
●動物愛護の推進

★市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育
むために
【重点要望事項】
◆地域学校園の推進
◆スポーツ活動環境の充実
【要望事項】
●生涯活動学習への支援充実
●文化継承・伝統文化の保存・継承・活用
●青少年の社会的自立の促進

★市民の快適な暮らしを支えるために
【重点要望事項】
◆再生可能エネルギー・省エネルギー
の普及拡大
【要望事項】
●緑の保全・育成
●上下水道施設の耐震化の推進と災害
時対策の強化
●定住促進

★市民の豊かな暮らしを支える活気と
活力ある社会を築くために
【重点要望事項】
◆中小企業の経営、技術革新の促進
◆農産物の産地力の向上
【要望事項】
●地産地消の推進
●観光資源の活用促進
●鳥獣被害対策の推進

★都市のさまざまな活動を支える都市
基盤の機能と質を高めるために
【重点要望事項】
◆地域特性を生かした魅力ある拠点の
形成
◆公共交通ネットワークの充実
◆道路ネットワークの充実

★持続的発展が可能な都市の都市基盤
を確立するために
【重点要望事項】
◆まちづくり活動拠点の充実
◆いじめ対策の充実
【要望事項】
●都市ブランド戦略の推進

重点要望事項　12項目

要望事項　　　15項目

　合　計　　　27項目



　
宇
都
宮
市
で
は
現
在
、
「
地
産
地
消
推
進
計
画
（
計
画
期
間
・
平
成

20
年
度
〜
25
年
度
）
」
に
基
づ
き
、
「
農
業
王
国
う
つ
の
み
や
」
の
確

立
を
目
指
し
て
様
々
な
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
自
民
党
議
員

会
で
も
、
市
民
の
皆
様
の
食
の
安
全
・
安
心
、
地
域
農
業
の
振
興
に
つ

な
が
る
地
産
地
消
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
今
回
、
市
内
で
行
わ

れ
て
い
る
事
業
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
推
進
計
画
は
来
年

度
に
見
直
し
・
改
定
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
も
イ
ベ
ン

ト
等
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を

自
民
党
議
員
会
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

地
産
地
消
と
は
…

　
「
地
域
生
産
地
域
消
費
」
の
略
語
で
、「
地

元
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
地
元
で
消
費
す
る
」

と
い
う
意
味
。
消
費
者
の
「
食
」
に
対
す
る

安
全
志
向
の
高
ま
り
の
中
で
、
消
費
者
と
生

産
者
を
身
近
に
結
ぶ
「
地
産
地
消
」
へ
の
期

待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

★「にっこり梨の販売促進キャンペーン」
　うつのみや地産地消推進店（量販店）で、「にっこり」の販売促進
キャンペーンを行います。期間中は、対象店舗で宇都宮産「にっこ
り」のコーナーを設け、試食会が行われます。（試食会日程は店舗に
より異なります。）
・期　　間　10月25日（木）～11月30日（金）
・対象店舗　量販店20店舗（一部市外を含む）
・フードオアシスオータニ
（平松店、宇都宮駅東店、鶴田店、戸祭店、五代店、岡本店、明保
店、みずほの店）
・スーパーオータニ
（雀宮店、御幸ケ原店、野沢店、宝井店、江曽島店、自治医大店、
上三川店）
・えきの市場（宇都宮駅ビルパセオ１階）
・東武宇都宮百貨店
・コープ（越戸店、鶴田店）
・アピタ宇都宮店

　・推進店について詳しくは「うつのみや地産地消推進店」で検索

★イベント情報
◆とちぎ“食と農”ふれあいフェア2012
・日　　時　10月20日（土）～21日（日）午前10時～午後4時
・場　　所　栃木県庁及び周辺施設
・主　　催　とちぎ“食と農”ふれあいフェア実行委員会（栃木県）
・内　　容　各市町の特産品の展示・試食・販売やステージショーなど
・問合せ先　栃木県農政部農村振興課　☎028-623-2333

◆市農林業祭プレイベントフラワーディスプレイ
・日　　時　10月22日（月）～24日（水）午前8時30分～午後7時
　　　　　　　（最終日は午後4時30分まで）
・場　　所　宇都宮市役所１階ロビー
・主　　催　宇都宮市農林業祭開催委員会・宇都宮市花き園芸組合
・内　　容　花き生産者による花の展示
・問合せ先　宇都宮市経済部農業振興課　☎028-632-2467

◆上河内地域産業祭
・日　　時　10月27日（土）午前10時～午後2時30分
・場　　所　上河内保健センター駐車場
・主　　催　上河内地域産業祭実行委員会
・内　　容　豚汁試食、苗木の配布、模擬店の出店、団体活動の

紹介など
・問合せ先　上河内地域自治センター産業土木課　☎028-674-3134
・そ の 他　当日は会場東側において午前9時30分から午後3時ま

で、交通規制があります。

◆サンセットマルシェ in オリオン
・日　　時　10月27日（土）午後3時～7時
・場　　所　オリオン通り、オリオンスクエア
・主　　催　宇都宮街づくり大学マルシェ実行委員会
　　　　　　オリオン通り曲師町商業協同組合
・内　　容　農産物やこだわりの商品の販売
・問合せ先　世界のお茶の専門店Ｙ's tea内実行委員会事務局　☎028-639-6601

◆河内ふるさと産業まつり
・日　　時　11月10日（土）午前9時～午後3時
・場　　所　中岡本運動場ほか
・主　　催　河内ふるさと産業まつり実行委員会
・内　　容　農産物の販売、模擬店の出店など
・問合せ先　河内地域自治センター産業課　☎028-671-3208

◆行ってみよう！食べてみよう！
「とちぎ食の回廊」と「とちぎのふるさと田園風景百選」フェア
・日　　時　11月11日（日）午前11時～午後4時
・場　　所　オリオンスクエア
・主　　催　栃木県
・内　　容　県内10街道の特産品展示販売
・問合せ先　栃木県農政部農村振興課　☎028-623-2333

◆宇都宮市農林業祭
・日　　時　11月17日（土）～18日（日）午前9時～午後3時
・場　　所　宇都宮市農林公園ろまんちっく村
・主　　催　宇都宮市農林業祭開催委員会
・内　　容　農産物の販売、ステージイベントなど
・問合せ先　JAうつのみや営農部営農支援課�☎028-625-3388
　　　　　　宇都宮市経済部観光交流課�☎028-632-2456

★出かけよう！「農協ひろば朝市」
　毎月第3日曜日（地産地消の日）に市内の農産物直売所有志が行っ
ている朝市です。安全・安心・新鮮な農産物をお届けします。
・日　　時　10月21日（日）午前8時～10時（毎月第3日曜日）
・場　　所　宇都宮農業協同組合南側広場　宇都宮市戸祭元町3－10
　　　　　　　（宇都宮中央警察署の１ブロック南）
・主　　催　農協ひろば朝市連絡協議会
・内　　容　市内農産物直売所有志による
　　　　　　農産物の販売
・問合せ先　農協ひろば朝市連絡協議会
　　　　　　　代表　小川貞夫
　　　　　　　☎090-3450-7558

　
宇
都
宮
市
地
産
地
消
推
進
計
画

は
、
日
本
の
食
料
自
給
率
の
低
下

や
食
の
安
全
・
安
心
へ
の
関
心
が

高
ま
る
中
で
、
平
成
20
年
に
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、
�
地
産
地
消
推
進

の
た
め
の
啓
発
活
動
の
促
進
�
家

庭
、
公
共
施
設
、
飲
食
店
、
ホ
テ

ル
等
で
の
地
場
農
産
物
利
用
促
進

�
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
農

産
物
の
生
産
振
興
�
安
全
・
安
心

な
農
産
物
の
供
給
促
進
�
食
育
の

推
進
、
食
文
化
の
継
承
等
�
豊
か

な
農
資
源
を
生
か
し
た
都
市
と
農

村
の
交
流
促
進
―
を
掲
げ
、
関
係

団
体
や
民
間
企
業
な
ど
の
協
力
も

得
な
が
ら
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
は

風
評
被
害
対
策
も
取
り
入
れ
ら
れ

ま
し
た
。

　
「
食
欲
の
秋
」
到
来
。
「
地
産

地
消
強
化
月
間
」
で
あ
る
11
月
を

中
心
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
記
に
ご
紹

介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。



　市民の方から本紙をはじめとする当
会の活動等に関する数多くのご意見・
ご要望等が寄せられています。下記に
その一部をご紹介します。

・「夢・うつのみや」を見ました。昨
年の震災で被害にあった施設が復旧
してきたことがわかり安心しており
ます。清原の小学校、子供が元気に
安心して勉強のできる学校の復旧が
早くなることを望みます。48歳女性
・息子が家を新築するのだけれど水道
や下水道を利用したいのだが何か補

助などはないのですか。教えてくだ
さい。62歳男性 →上下水道局へ案内
・イノシシが出てきて農作物への被害
が一向に減らないのだけれど駆除す
るなど何か手立てはないのですか、
大変困っております。　　55歳男性
・今、日本は領土問題で中国や韓国な
どとかなりの問題を抱えています。
現政権では現状維持、更なる悪化が
懸念されます。９月26日に自民党総
裁選が行われましたが、新たに決ま
った安倍新総裁のもと自民党一丸と
なって国を守ってください。　　　
　　　　　　　　　　　　75歳男性
　今後とも、多くのご意見・ご要望を
お寄せください。

　
―
森
林
公
園
を
中
心
と
し
た
西

部
地
域
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

が
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
集
え
る
場
所

や
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
等
イ
ベ
ン
ト

時
に
は
駐
車
場
と
し
て
利
用
で
き

る
場
所
の
整
備
を
。
ま
た
、「
宮
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
よ
り

戦
略
的
か
つ
効
果
的
な
運
営
を
。

佐
藤
市
長
　
宇
都
宮
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
観

光
・
交
流
拠
点
の
形
成
を
図
る
べ

き
地
域
と
位
置
づ
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
の
状
況
な
ど
を

見
極
め
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

「
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に

つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新

た
な
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

　
―
保
健
所
で
は
住
民
票
の
写
し

等
を
必
要
と
す
る
申
請
が
多
い
。

申
請
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
を
。

佐
藤
市
長
　
県
所
管
の
事
務
に
つ

い
て
県
と
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、

保
健
所
に
お
い
て
住
民
票
や
課
税

証
明
書
等
を
取
り
扱
う
こ
と
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

　
―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
平
成
24
年
度
宇
都
宮
市
中
期

財
政
計
画
に
つ
い
て

②
広
告
事
業
収
入
に
つ
い
て

③
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
に
つ
い
て

④
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

⑤
本
庁
舎
駐
車
場
の
整
備
に
つ

い
て

◆
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

◆
幼
稚
園
・
保
育
園
に
お
け
る
「
気

に
な
る
子
」
へ
の
支
援
に
つ
い
て

◆
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

◆
大
谷
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

　
―
「
と
ち
ぎ
花
フ
ェ
ス
タ
」
が

11
年
ぶ
り
に
本
市
に
お
い
て
開
催

さ
れ
る
。
よ
り
一
層
の
花
卉
生
産

振
興
と
普
及
促
進
を
。

刑
部
経
済
部
長
　
「
と
ち
ぎ
花
フ

ェ
ス
タ
」
は
、
道
の
駅
「
ろ
ま
ん

ち
っ
く
村
」
を
会
場
に
来
年
２
月

９
日
か
ら
11
日
の
３
連
休
に
開
催
。

来
場
者
が
花
の
魅
力
を
再
認
識
で

き
る
機
会
と
し
、
花
卉
の
需
要
拡

大
と
生
産
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
―
郷
土
が
生
ん
だ
偉
人
蒲
生
君

平
の
没
後
２
０
０
年
を
契
機
と
し

た
取
組
は
。

手
塚
教
育
次
長
　
本
年
11
月
か
ら

の
「
巡
回
展
」
や
、
平
成
25
年
度

に
は
、
関
連
史
料
の
提
供
、
記
念

講
演
な
ど
の
支
援
、
企
画
展
な
ど

を
行
い
、
蒲
生
君
平
の
功
績
を
市

民
に
周
知
・
啓
発
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
宇
都
宮
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
つ

い
て

②
公
有
財
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

推
進
に
つ
い
て

③
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創
出
に

つ
い
て

④
宇
都
宮
市
公
共
建
築
物
等
木

材
利
用
促
進
方
針
の
策
定
に

つ
い
て

⑤
景
観
行
政
に
つ
い
て

◆
環
境
行
政
に
つ
い
て

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て

②
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に

つ
い
て

◆
保
健
福
祉
行
政
に
つ
い
て

・
災
害
時
に
お
け
る
初
期
医
療

体
制
の
整
備
に
つ
い
て

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
学
校
教
育
に
お
け
る
食
育
の

推
進
に
つ
い
て

　小林本部長から「震災直後に被災地に
入り、ガレキの処理や寺や墓地の回復な
どの様々な活動を行ってきた。任務遂行
にあたっての心構えとして、『地域の方々
に心を尽くし、復興への希望の礎を築く』
という強い思いを持ち続け、長期間とな
ったが、常に日々の任務にあたってきた。
このことにより、地域の方々との信頼関
係が築かれ、協力し合って復興への道筋
を作ることができた」と、東日本大震災
復興活動を紹介。
　講話を聴く中で、報道ではなかなか伝
わらない「心温まる話」や「悲しい話」
など、生の話をうかがうことができまし
た。その中で、災害対応の心構えなどを
感じることができ、たいへん有意義な講
話となりました。

平成24年９月27日

　大谷石採取場跡地活用について、様々な取組が途に就いたばか
りであり、今後の可能性などを含め、検討を行っていくために、
３か所の採取場跡地の活用状況について現地調査を実施しました。
　自然状態による低温性を利用した貯蔵場所としての活用につい
ては、かなり有効性が高いと感じられました。現在、米を貯蔵し
ているが、たいへん効果があるとのことでした。野菜や酒などを
含めた多くの産品の今後の利用可能性の高さを感じました。
　また、地下の水辺のある空間の活用については、非日常空間の
体験という意味で、新たな観光資源の可能性を感じることができ
ました。
　今後は、貯蔵・物流施設としての検討に加え、体験型観光利用
の検討も進めていく必要があると感じました。

平成24年７月２日



　宇都宮市議会は９月定例会で、一般会計補正予算案など

執行部提出の20議案を原案通り可決しました。

　一般会計補正予算の規模は６億3,039万８千円で、内容

は次の通りです。

○議員報酬の改定に伴う議員報酬手当等の減額

○地域集会所等建設費補助金の追加

○不活化ポリオワクチンの予防接種実施に伴う予防接種費

の追加

○園芸作物生産施設等整備事業補助金に伴うほ場整備費の

追加

○学力向上推進費及び小中教育一貫推進費の追加

○集中豪雨の被害を受けた橋りょうの復旧、東日本大震災

の被害を受けた飛山城史跡公園崖地の復旧に伴う経費の

追加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

　平成23年度一般会計、平成23年度国民健康保険特別会計

など平成23年度決算15件、平成23年度水道事業会計など企

業会計の剰余金の処分及び決算３件を原案通り可決認定し

ました。

　９月定例会で、以下の陳情を採決しました。

●消費税増税に反対する意見書の提出を求める陳情

　　→不採択（９月３日）

●「人権侵害救済法案」について、慎重な対応を強く求め

る趣旨の意見書を政府に送付することを求める陳情

　　→不採択（９月３日）…わが会派だけ採択を主張。

●中心市街地におけるタクシー乗降場及び待機場の設置に

関する陳情

　「宇都宮市の都心部グランドデザインに基づくまち

づくりを推進するため、二荒山神社周辺や東武宇都宮

駅周辺などをはじめとした中心市街地における交通環

境の充実に当たっては、タクシー事業者と十分な協議

を図り、タクシー乗降場及び十分なタクシー待機スペ

ースを確保するなど、交通結節機能の強化を図ること」

を求める陳情。

　　　→採択（10月３日）

●国民健康保険への国庫負担増額を求める陳情

　　　→不採択（10月３日）


